
   

 

 
    

DREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUEDREAMS COME TRUE    
✞教会堂の建設 

✞敬老ホームの設立 

✞幼稚園の設立 
 

        おおおお祈祈祈祈りのりのりのりのリクエストリクエストリクエストリクエスト        

●日本の家族の救いのた

めに 

●各スモールグループのオ

イコス伝道のために 

●入門者クラスのために 

山口兄 

●英語部の働きのために 

●ユースミニストリー、サン

デースクールのために 

●癒しの祈り：恵理奈ちゃ

んの眼、倉田一徳さんの

脳 腫 瘍 、 小 林 豊 兄 の

癌、神崎先生の目、植

木ケン兄の糖尿病、新井

雅之兄の癌、中村裕二

先生の直腸癌、藤永君

江姉の癌、Simeon 兄の

癌、スカイ君の心臓、工

藤忠行兄の癌 

        ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・    
Ｄｅｓｅｒｔ Ｗｉｎｄ では、ご

意見・質問等何でも受け

付けております。 
lvjccdw@hotmail.co.jp 
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７月末に行われた南加

リトリートに参加したのは５

年ぶりのことだ。月末に仕

事が集中する私はちょうど

５年前ぐらいから忙しくな

り、今年も行かれないと諦

めていた。しかし今回は我

が鶴田先生がリトリートの

主事をするという。これは

教会を上げて応援しなけ

ればと、スケジュールの調

整をしたが難問があった。

祈って、祈って、祈った。 

ある日思いがけず助け

人が現われ、時間短縮が

可能になった。しかし未だ

行ける状況ではない。あと

２日必要だ。関係会社に

「リトリートに行きたいけど

難しい」と口走ったことから

道が開かれた。「行きなさ

い、協力するよ」と言ってそ

の会社自身が日にちを調

整してくれることになった。

そしてキッチリ３日間、神

様が用意をしてくださった。

ハレルヤ！カクシシテ私は

「お言葉ですから網を降ろ

してみましょう」と言ったペテ

ロのように、船が沈みそう

なほどの魚を手に入れて

帰った。栄光在主！ 

 

リトリートリトリートリトリートリトリートのおのおのおのお証証証証しししし    
 

Kay SolentinoKay SolentinoKay SolentinoKay Solentino    
 

今回のリトリートは、私にとって 6 回目の参加になります

が、今回は私にとって忘れられない一番素晴らしいリトリート

となりました。そして、私は素晴らしいものをこのリトリートでい

ただきました。それは、神様からの力と恵みと満たしです。 

このリトリートのメイン講師の力丸先生は、とても温かみが

あり愛で溢れてるという先生だということを感じました。その力

丸先生がメッセージで語っておられたことの中で一番印象に

残ったことをお話したいと思います。 

力丸先生が病気をされて目が見えなくなったときにも神様

に癒やしを祈らなかったということでした。力丸先生は、大病

をされて病院に入院中の時、そのために服用した強い薬のた

めの副作用で突然、目が見えなくなったそうです。しかし、先

生の祈りは、1 回も神様に癒してほしいと祈ったことがないと

いうのです。人が経験していないことを経験させていただき神

様に感謝し喜びに満たされて、このままの状態で目が見えな

くても伝道し主の証を立てて神に栄光をお返ししていくことが

妨げにならなように私を用いてください。という祈りをおささげし

たということでした。お手洗いに行くときも同じ病室の他の患

者さんが手を貸そうとすると、これから一人でこんな状態で生

活をしていかなくてはいけないので手を貸さなくても大丈夫と

言ってお断りしたということです。 

私は、はっきり言ってショックでした。どうして同じ信仰者で

こんな祈りができるのか？もちろん力丸先生は、牧師家庭に

育ちたくさんの恵みを母親の胎の中にいるときから受けて来ら

れたので、すでにそのスタートから違うわけですが、同じ神様を

信じている信仰者としてこのようになれるのはなぜ？そして引

き続きメッセージの中でされたお証しを聞けば聞くほど納得す

るものがありました。 

それは、ただ苦しみから逃れたいために癒されたいという事

はご利益宗教である。たとえ癒されなくても本当の癒しとは魂

の癒しであるのだということでした。主は、私たちを召してくださ

っている。その召しを全うした時に神様が助けてくださる。そし

て癒されたものは、主からいただいたものとして感謝をしイエス

様にお返しする。癒されても癒されなくても人間は必ず死を

むかえるのだから、癒されることよりは、平安を与えられるよう

に祈ること。平安があるほうが幸いであるということでした。私 

 

は、本当に心の中でアーメン！と強く叫びました。 

私は、今年の 4 月 12 日に父を亡くしました。私はすでに、

父が死ぬということを予感していたので毎日ナーバスになり、い

つ日本から父のことで電話がかかってくるかと気がきではありま

せんでした。そして毎日、父のことを思い日本に行く前の 1 週

間は泣き暮らしていました。できれば今すぐにでも飛んで父に

会いに行きたかったのですが、いろいろな事情の中ですぐには

日本に帰れず、故郷の大阪に到着し直接父のいる病院に駆

けつけたものの 2 時間半遅れで父に会うことはできませんでし

た。私は、怒り・絶望・悲しみのあまり 1 ヵ月半教会から離れ

てしまうということがありました。 

私は、神様が私の願いをご存知のはずであるから、必ず私

の願いを聞いて下さると信じていました。私の願いは、ただもう

一度父と再会し一日か二日を共に過ごしたかったのです。しか

し、この願いは叶えられませんでした。神様は、人を用いて慰

めの言葉くらい私に与える事など何でもないのに必要な時に

必要なものをどうして与えてくださらないのか？また、どうして父

を私が病院に着くまで生かしてくださらなかったのか？など、私

は怒りと悲しみの感情で満たされてしまい平安を失いました。 

しかし、今回のこのリトリートを通して主が私にその答をくださ

いました。今、分かったことは、神は全ての事において主権をお

持ちである。「生るるに時があり、死ぬるに時があり・・・いやす

に時があり、こわすに時があり、建てるに時があり、泣くに時が

あり、笑うに時があり、悲しむに時があり、踊るに時がある。」

（伝道の書より）それは神が良しとされる時であり、自分の願っ

ている時ではないのです。神はただ、願いを聞きかなえてくださ

る神ではない、自己実現の神ではないのです。神様は、また

私に語りかけてくださいました。「人々にしてほしいと、あなたが

たの望むことを、人々にもそのとおりにせよ。」ルカ 6：31 私は人

の痛みが分からなかった人間ですから、そのことを教えてくださ

いました。 

私は今これらの事を経て、信仰生涯のセカンド・ページに突

入しました。このセカンド・ページの中では、どんな状況にあって

も、まず全てを益としてくださる神を信頼し感謝し委ね、栄光

を神にお返しする。信仰生活で一番大切な平安が失われる

ことのない様に全てをイエス様に委ねイエス様と共に歩んでい

きたいと思っています。 

「主は与え、主は取りたもう。主の御名はほむべきかな。」ヨ

ブ記 1：20 

    

 

 

●    『『『『天天天天をををを待待待待ちちちち望望望望むむむむ信仰信仰信仰信仰』』』』（（（（へへへへブルブルブルブル１１１１１１１１：：：：１１１１----１６１６１６１６））））    ●    
 
 

松尾芭蕉の奥の細道の冒頭に、「月日は百代（はくたい）

の過客（かかく）にして行きかふ年もまた旅人なり」という有名

な言葉があります。これは、月日というのは、永遠に旅を続け

る旅人のようなものであり、また来ては去り、去っては来る年

も、同じように旅人である、という意味です。 

 このように、人生が旅であり、私たちは旅人であるという考

え方は、日本人にはなじみ深いものです。しかし、日本の思

想では、人生の旅の行き着く先が見えません。それに対し、

聖書は、はっきりと行き先を示しています。それは「天の故郷」

です。パウロは、「わたしたちの国籍は天にある」と書いていま

すが、クリスチャンの人生は常に天国を目指して進む旅である

ということができます。そして、その旅を最も幸いな旅にするた

めに必要なものが信仰なのです。 

①①①①    信仰信仰信仰信仰とはとはとはとは、、、、見見見見えないものをえないものをえないものをえないものを信信信信じることじることじることじること    

ヘブル 11 章 1 節にあるように、信仰とは、まだ見えていな

い将来のものを、もうそこにあるかのように見ることです。すべて

の偉大な働きは、誰かが前もって、まだ見えていない将来のも

のを見るというところから始まっています。たとえば、もしジョン・

F・ケネディが、『人間を月に立たせよう』と言わなければ、誰も

月面に立てなかったでしょう。クリストファー・コロンブスは地球

が丸いと信じ、航海を続けていれば、いずれ地図に載っていな

い国を発見できると疑いませんでした。だから、その考えを信じ

ない船員たちがどれだけ反対しても、彼は航海を続け、ついに

アメリカ大陸を発見できたのです。 

 信仰とは、まだ見ていないものを信じることです。しかも何

も見えないところで、それを信じることです。聖書の世界は、

『信じれば見える』という世界です。信じなければ見えない世

界があります。また、信じなければ、目標に向かい続けることも

できないのです。 

   

②②②②    信仰信仰信仰信仰とはとはとはとは、、、、惜惜惜惜しみなくしみなくしみなくしみなく捧捧捧捧げることげることげることげること    

11 章 4 節を見ると、「信仰によって、アベルはカインよりもす

ぐれたいけにえを神にささげ、そのいけにえによって彼が義人で

あることの証明を得ました」とあります。ここで解かることは、捧

げることと信仰は切り離せない関係にあるということです。献金

は信仰のバロメーターと言われます。それは神を第一にしてい

るかどうかを見る具体的な方法だからです。私たち創られた者

にとって、創り主なる神を第一にすることは何よりも大切なこと

で、それが祝福の道であり、創造の秩序です。 

 また、私たちはその秩序に従って生きるときに祝福されます。

ですから、神は私たちが祝福された人生を生きるように、私た

ちが神を第一にすることを導かれるのです。神は、私たちのた

めに命を捨てて下さった主イエス・キリストに心からの感謝と献

身の心で捧げる者に霊的祝福と経済的祝福を約束しておら

れるのです。 

  ③③③③    天天天天をををを待待待待ちちちち望望望望むむむむ信仰信仰信仰信仰    

  ピリピ 3 章 20 節に、「けれども、私たちの国籍は天にあり

ます。そこから主イエス・キリストが救い主としておいでになるの

を、私たちは待ち望んでいます」 とあります。死後の事につい

て、私たちはしばしば希望的観測として天国に行きたい、と言

いますが、ここで言われているのは、そういう意味ではなく、もっ

と確かなものとして、「私たちの国籍は天にある」と語られてい

ます。なんという希望に満ちた約束でしょうか。 

9 節を見ると、「アブラハムは約束された地に他国人のように

住み、また天幕生活をした」とありますが、なぜ神はアブラハム

を召された時、住みなれた土地から導き出して、旅人、また

寄留者としての生活をさせられたのでしょうか。それは信仰によ

って、彼が神を仰いで生きるということに目が開かれるためでし

た。旅人や寄留者は、普通ならば、必らず元の場所に戻るの

ですが、アブラハムや信仰に生きた人たちは戻ることもできたの

ですが、戻ることをせず、さらにすぐれた故郷、すなわち天の故

郷にあこがれたのです。 
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